
  
 
 

事業名：多摩産材を活用した情報提供機能付き乳幼児向け食器の製造・販売・
ブランド化事業 

事業概要（地域産業資源の活用） 
 
 
 
 
 
  

３類型  農林水産物 通巻番号 ３－２８－２９６ 

地域資源名 多摩産材 認定日 平成２９年２月３日 

 地  域  東京都西多摩郡檜原村 所管省庁 農林水産省、経済産業省 

新たな需要の開拓の見通し（市場性、販路、商品の特性） 
◆市場性 
 
 
 
 
 
◆需要の開拓の方針 
   

地域を挙げた取組と協力者・関係事業者等との連携 

所在地：東京都港区芝浦３－１４－１９大成企業ビル７階      
   
Ｈ Ｐ：http://funfam.jp/ 

会社名：ＦＵＮＦＡＭ株式会社 
（法人番号：３０３０００１０８４１０３） 
連絡先：ＴＥＬ：０３－６４５３－９５００ 
      FAX：０３－６４５３－９５０１     
 

【既存特許技術】  
【すくい易い曲面加工】 

 開発商品の特徴は①「材料・生産地の差別化」②「「QRコード」による情
報提供」③「既存特許技術の活用」が挙げられる。乳幼児食器の分野で
多摩産材の使用は初めてであり、トレサビリティが明確化され一層の安心
をお届けできる。また、当社専用WEBサイトにアクセスできる「QRコード」を
施し、料理メニュー等の情報が容易に取得でき消費者の利便性が高まる。
更に、当社の保有する既存特許技術を活用し乳幼児が使いやすい食器
を提供する。 

  
 国内では、既存取引先であるデパート・ホテル等及び新規販路とし
てファッション・雑貨店につきテスト販売を行いながら開拓する。海外
では展示会への出展により現地ディストリビューターを通じて販路開
拓を行う。 

  

【当社乳幼児向け食器】 

【情報提供のイメージ】 

◆商品の特性 

 本事業では檜原村の多摩産材の中で、杉と檜の間伐材を使用した乳
幼児向け食器を開発する。杉は「軽軟で加工性が良い」、檜は「水に強
く、光沢がある」と言われており、どちらも乳幼児向け食器の材料として
利用価値が高いと考えている。開発する商品には、離乳食の知識、メ
ニュー、アレルギー情報等を提供できる「QRコード」をレーザー加工で
印字し専用webサイトを閲覧できる情報提供機能(特許出願中)を付加
し子育て世代の負担軽減に寄与する。 

 国内出生数は100万人程度で推移しているが、当社市場シェアは2
％程度であり、規模拡大の余地は十分にある。また、１人の子ども
に対する支出が増加していることもあり、国内市場での一層の需要
が見込まれる。更に「インバウンド層」「海外富裕層」もターゲット顧
客と想定している。 

 檜原村においては、ウッドスタート宣言を行い、同村の木材について
「檜原村産材としての認証」を行う予定であり、同時に「ふるさと名物応援
宣言」を検討中である。また、「ふるさと納税返礼品」への採用、「木工体
験ツアー」等の企画についても検討中である。檜原村所在の田中林業㈱、
㈱東京チェンソーズ、野村材木店、と連携して本事業を推進することで多
摩産材の知名度アップに貢献、地元住民の雇用創出により同村の産業
力向上に貢献することを意図している。 
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